
【　知　識　面　】

【　技　術　面　】

【　態　度　面　】

卒業生評価年度別比較（平成26年度～令和5年度卒業者対象）
＜5：十分できる　4：できる　3：助言すればできる　2：やや不足している　1：不足している＞の平均
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疾病に応じたアセスメントを理解している
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看護援助の適切な記録と評価ができる
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新人に求められる診療の補助ができる
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事故防止に基づいた安全な援助ができる
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感染防止に基づいた安全な援助ができる
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早く環境になれ業務を覚えようとする積極性がある
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適切な倫理的判断や行動がとれる
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素直に指導助言を受け入れ課題解決に向けて行動する
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継続教育に前向きな姿勢で取り組む
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3.0
3.1
3.2
3.3
3.4
3.5
3.6
3.7
3.8
3.9
4.0
4.1
4.2
4.3
4.4

H2
6年
度
卒

H2
7年
度
卒

H2
8年
度
卒

H2
9年
度
卒

H3
0年
度
卒

R1
年
度
卒

R2
年
度
卒

R3
年
度
卒

R4
年
度
卒

R5
年
度
卒

チームの一員として報告・連絡・相談の姿勢を持ってい

る
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患者に必要な情報が理解できる
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初歩的な看護判断ができる


